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千
八

百
入

十
六

年
に

は

百
〇

三

萬
三

千
李

方

英
里
に

蔓
衍

し
千
入

百
九
十
入

年
に

は
モ

ン

タ

ナ
、

ネ

ヴ
ァ

ダ
、

ウ
ワ

イ

オ

ミ

ン

グ
、

ア

ラ

ス

カ
、

ア

ソ

ゾ

ナ
、

ニ

ゥ

メ

キ

シ

コ

の

外
合
衆
國
中
産
せ

ざ

る

州
な

き
に

至

り
常
初
の

希
望
は

全
く
後
悔
の

歎
聲
に

變
ヒ
イ

リ
ノ

イ
ス

、

ミ

シ

ガ

ン
、

オ

ハ

イ

オ
、

ウ

タ

の

四

州
に

て

は

賞
金
を

抛

て

此
鳥
の

撲
滅

を
計
吻’
已
に

イ

リ

ノ

イ

ス

、

ミ

シ

ガ

ン

の

二

州
に

て
は

十
一

萬
七

千
五

百
弗
の

費
用
を
支
出
せ

り

合
衆
國
の

如
き
害
虫
の

驅
除
に

は

最
も

力
め
一

流
の

學
士

を

農
務

省
に

聘
し

善
ぐ
調

査
を

行
ひ

然
る
後

驅
除
の

實
行

を
期
ず
る

國
に

し
て

本

交
の

如
き
失
策
あ
り
民

間
に

在
り
て

殖
産
の

業
を
警

む
も

の

よ

ぐ

動
物
相
互
の

關
係
を
討
究
ず
る
に

あ

ち
ざ
れ

は

此
種
の

災

に

権
る

事
多
か

ら
ん

讀
者

宜
し

く
注

意
し
て

苟
も

外

國
よ

り
新
に

鳥
獸
を

輸
入

せ

ん

巴

ず

る
も

の

あ
ら
ば

其

人
に

向
て

警
戒
の

勢
を

客
む

事
勿
れ

「

ム

ク

ド

リ
」

　
ム

ク

ド

丿

の
一

種
。。
鳳

§
己

鬟
。 。

寒
竃
ミ
貼

師

は
歐

洲

及

び

亜

細
亞
の

西
部
に

産
し

本
國
に

て

は

主
巴

し
て

昆
虫
を

食
餌
巴

し

幾
分
か

果

實
を
食
し

他
鳥
の

巣
を

覗
ひ

て

其
卵
を
害
ず

る
の

嫌

な

ぎ
に

あ
ち

ざ
れ

ご

ホ

先
つ

盆
鳥

な

り
巴

稱
揚
せ

ち
れ

夊
ス

コ

　

　
　

　
　

　

雜

　

録
．

ト

ラ

シ

ド

に

於
て

ジ

ョ

ン

ギ

ル

モ

ー

ル

氏
は

此
鳥
百

七
十
五

朋
の

營
養
管
を

剖
見
し
て

其

内
容
中
七
割
五

分
は

昆
虫
二

割
は

雜
草
の

實
殘
り
五
分

は

雑

物
な
る

事
を

證
朋

し

其
食
餌
だ

る

昆
虫
の

中
多

分

は
害

虫
窓

る

事
を
示

し

更
に

卵
殼
の

破
片
だ

も

見
出
さ
｛

り

し

に

よ

り
雲

雀
其
他
の

鳥
卵
を
害
ナ
る

事
は

誣

言
な
る
べ

し
電

云
ひ

だ

れ

こ

も

濠
洲
に

輪
入
し
陀

る

結
果
に

よ

れ

ば

全

ぐ

其
習

性

を
變

し
だ

る
も

の

≧
如
ぐ
果

樹
園
に

大
害
を
な

し

今
や

其
撲
滅
を

計

る

に

汲
々

だ

り
巴

云

ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

中
川
久
知
）

 

魚
類
に

於
る

淌
化
作
用

從
來

高

等

哺

乳

類
の

淌

化
に

就
て

は

フ

オ

イ

レ
、

ペ

テ

ン

コ

ー

フ

エ

ル

、

ス

ト

ー

マ

ン

諸
大

家
の

精
確
零

る

研

究
に

依
り
て

今
日

に

て
は

大
に

明

細
の

域
に

邃

す
る

を

得
え

り
然
れ

ど

も

魚

類
に

於

る
研

究
は

殆
ん

ご

皆
無
の

婆
に

し
て

從
つ

て

是
に

野
ナ
る

吾
人
の

知
識
は

全

く

茫
漠
だ

る
も

の

敷

り
き
カ

ー

ル
、

ク

ナ
ゥ

プ

氏
は

數

年

來
魚
類
の

淌

化
作
用
を

専
攻

せ

ち
軋

近

頃
大
に

有
要
な

る

論
文

を

公
に

せ

ら

朮

だ

り
氏
の

材
料
は

重
に

鯉
な

り
し

巴

云
ふ

膓
管
内

の

液

體
は

酸

性
反
應
を

顯
ず

こ

巴

な
く

又
ペ

プ

シ

ン

の

痕
跡
を
も

有
せ

ず

而
し

て

膓

管
壁
粘

膜
の
エ

キ

ス

ト

ラ

ク

ト

は
ア

ル

カ

リ

性
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薙

　
　

録

溶
液
の

中
に

あ
り

て

は

強

度
の

ト

リ

プ

シ

ン

反

應

を

示

す
巴

云

ふ
、

胆
汁
は

直
接
に

此
反

應
を
示

さ
 

る
も

大
量
な
れ

ば

膓
管
及

肝
膵
腺
の

清
化

力
を
大
に

補
助
ナ

膓
管

、

肝
睡
腺
よ

り
は

等
く

し

脂
肪

分

解
素

を
嫡
取

ず
る

に

得
其

働
は

同
e
ぐ

胆

汁
に

よ

り
て

高

め

ち
る

≧
電

り
又
口

腔
内
面
粘
膜

を

除
き

他
の

清
化
管
部
は

悉
く

，
糖
化
素
を

汾
泌

し
殊
に

肝
臓
液
に

著
し

ぐ
胆

襄
竜

亦

糖
化
作

用
を

無
行

す
此

糖
化

作
用
は

温
度
巴

土
ハ

に

變
じ
ヲ

プ

チ

マ

ム

は

攝
氏
二

十
三

度
な

り

又
氏
の

研

究
に

依
れ

ば

肝
膵
臓
の
エ

キ

ス

ーー

ラ

ク

ト

は

善
ぐ

細
施
膜
質
を
溶
解
し

得
る
巴

云

ふ

●
不
具
鳥
（

鳩
）

ノ

卵
巣
ノ

搆
造

竃

題
し

米
人

某
氏
は

色
々

面

白
き
事
頃
を

記

逋
せ

ち

れ

れ

り
此
鳥

は

固
渡

瀬
博
士
よ

り
菓
氏
に

贈
ち

れ

た

る

も
の

に

し
て

其
兩
親

は

並

旦

這
の

臼
鳩
（

コ

ラ

ン

バ

、

ア

ル

バ

）

な
れ

ど

も

幼
少
の

頃
よ
M

り

奇
態

t
る

點

多
か

り
し

巴

云

ふ

例
ば

非
常
に

憩
經
質
な
る

こ

巴
、

鳥
籠

に

入
る

度
荒
々

し

ぐ
飛
翔

ず
る

こ

巴
、

叉

絶
彪

ず
體

を

震
は

し
犲

毛
は

疎
鬆
に

し
て

見
悪
ぐ
鳴

聲
も

甚
だ

異

樣
に

し
て
一

眼
不
具
な

る

こ
巴

の

如

し

外
觀
奇
異
な

η
し

丈
卵
巣
も

大
に

常
態
よ

り
外
れ

た

り
、

重
政

る

點

を
列
記

せ

ん

に

卵
巣
の

何
れ

の

部
分
に

て

も

雙

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　

＝
O

卵
非
常
に

多
ぐ

卵

胞

中
も
二

卵
卵
黄
膜
を
以
て

相

接
ず

光
も

此

事

は

年
來
數
度
發
見
せ

ち
れ

だ

り
し
喝

其
原
因
は

朋
歌

ら
ず

或
る

人

は

卵
の

直
接
分

裂
に

歸
し

或
る

人
は
二

卵
子
の

合
同
電
り
巴

主

張

す

核
は
】

般
に

不
正

形

を
有
し

解
醴
の

態
度
を

示
y
又
元
形
質
中

に

は

室

胞
多
ぐ
各
ア
。

ト

ラ

ク

シ

ヨ

ン

、

ス

フ

。

ー

ア

を
以

て

圍
ま

る
後

潜
の

中
に

は

往
々

中
心
體
一

箇
或
は

二

箇
存

ず

る
こ

巴

あ

り

大
電

る

卵
子
を
見

る
に

卵
體
周
邊
の

部
分
は

卵
胞

細
胞
變
形
し
て

此

中
に

侵
入

し
π

る
フ

ァ

ゴ

サ

イ

ト

の

爲
に

次
第
に

蠶
食
せ

ち

る

≧
巴

云

ふ

●
ミ

、

ズ

の
訟

粥

ヱ
」

膜

ミ

・

ズ

の

硝
子
膜
は

容

易
に

酸
及
び
ア

ル

カ

リ

に

溶

く
ミ

ロ

ン

の

反
應
に

て
は

弱
き
バ

ラ

色
を
呈

し
キ

サ
ン

ト

プ

ロ

テ

イ
ン

反

應
は

あ
肌

ど

も

直

に

溶
解
ず
叉
。D
¢

决

の

硫
酸
に

溶

し
二

十
四
時

聞
四

十

度
に

熱
し

後
十
五

倍
水

を
薄
め

二

三

時

間
百

度
に

熱
し

苛
性
カ

リ

に

て

中
和
ナ
る

竜
フ

エ

ー

タ

ン

グ

の

液

に

對
し

糖
の

存
在
を
示

さ

ず
（

藤
田

氏
藥
劑
便

覽
五

九
、

六
〇

頁
參

照
X
キ

チ

ン

に
は

糖
分

子

あ
り

）

又

分

析
し

見
る

に

窒
素

ち゚

恥
○

决

あ
り
キ

チ

ン

中
に

は

窒

素
僅
に

ア
 

畿

な

り
以
上
の

事
よ

リ
ミ

・

ズ

の

硝

子

膜
は

キ

チ

ン
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